
　

市
制
施
行
後
、
本
市
で
は
、
豊
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
た
歴
史
と
伝
統
あ
る
落
着
き
を
活

か
し
な
が
ら
、
都
市
的
魅
力
と
田
園
の
安
ら

ぎ
が
共
生
し
た
快
適
で
潤
い
あ
る
生
活
空
間

や
「
安
心
」
と
「
ゆ
と
り
」
を
備
え
た
住
み

や
す
さ
、多
様
な
働
く
場
が
確
保
さ
れ
た「
安

芸
高
田
」
ら
し
さ
を
創
造
し
、
住
民
一
人
ひ

と
り
が
生
き
生
き
と
輝
き
、
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

  

将
来
像
に
「
人 

輝
く
・
安
芸
高
田
～
住
民

と
行
政
が
奏
で
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
～
」
を
掲
げ
、
こ
の
将
来
像
は
平
成

25
年
に
制
定
さ
れ
た
市
民
憲
章
に
も
反
映
さ

れ
て
い
ま
す
。

市
制
施
行
10
年
経
過
、

安
芸
高
田
市
が
抱
え
る

今
後
の
課
題

１ 

次
世
代
の
確
保

　

次
世
代
確
保
と
い
う
課
題
の
解
決
に
向
け

た
取
組
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
が
、
人
口
減

少
の
流
れ
を
食
い
止
め
る
に
は
至
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

農
業
を
基
軸
と
し
た
雇
用
創
出
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

や
観
光
等
の
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
業
開
拓
に
よ

り
、「
働
く
場
」
の
整
備
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
景
観
や
文
化
、
人

付
き
合
い
等
、
都
市
部
に
は
な
い
「
暮
ら
す

場
」
と
し
て
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
く
必
要

も
あ
り
ま
す
。
加
え
て
、「
育
て
る
場（
出
産
・

子
育
て
、
教
育
）」
と
し
て
の
魅
力
向
上
に

も
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

２ 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
整
備

　
「
安
心
」
は
豊
か
な
暮
ら
し
を
営
む
上
で

最
も
基
本
的
か
つ
重
要
な
も
の
で
、
す
べ
て

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
は
、
究
極
的
に
は
こ
の
達

成
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
安
心
」
に
お
い
て
、
何
よ
り
も
守
る
べ

き
は
命
で
す
。
近
年
の
大
規
模
災
害
等
の
教

訓
か
ら
、
災
害
発
生
直
前
～
直
後
に
お
け
る

自
助
・
共
助
に
よ
る
防
災
態
勢
を
さ
ら
に
充

実
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
生

産
人
口
の
減
少
が
続
く
中
、
高
齢
者
や
障
害

者
等
、
社
会
的
な
支
援
を
必
要
と
す
る
人
た

ち
を
支
え
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
も
急
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
、
中
小
企
業
や
個

人
商
店
の
活
性
化
等
を
通
じ
て
、
地
域
内
経

済
の
維
持
・
循
環
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
は

あ
り
ま
す
。

３ 

効
果
的
で
効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り

　

税
の
減
収
、
社
会
保
障
費
の
増
大
等
に
伴

う
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
選
択
と
集
中
に

よ
る
行
財
政
改
革
は
着
実
に
進
ん
で
き
ま
し

た
が
、
合
併
後
11
年
目
か
ら
は
地
方
交
付
税

の
減
額
も
加
わ
り
、
さ
ら
に
厳
し
い
財
政
運

営
に
対
応
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
下
で
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
く
た
め
に
は
、
既
存
資
源
を
最
大

限
活
用
し
て
い
く
姿
勢
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
実
効
を
伴
う
効
率
的
な
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
に
む
け
、
市
民
や
事
業
者
等
の

各
主
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
活
か
し
、
役

割
分
担
の
下
で
協
働
し
て
い
く
必
要
も
あ
り

ま
す
。
加
え
て
、
こ
の
ま
ち
の
魅
力
や
取
組

に
対
す
る
想
い
等
、
相
手
に
し
っ
か
り
と
伝

え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

人
が

　

   
つ
な
が
る

 

田
園
都
市

　

   
安
芸
高
田
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新
た
な
将
来
像

「
人
が
つ
な
が
る

田
園
都
市 
安
芸
高
田
」
へ

～
こ
の
実
現
に
向
け
挑
戦
し
ま
す
～

人
が
つ
な
が
る

　〝
つ
な
が
る
〟
と
は
、
生
活
・
地
域
・
社

会
を
支
え
る
目
に
見
え
な
い
絆
・
基
盤
と
し

て
の
社
会
関
係
資
本
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
）
で
す
。
地
域
の
自
然
・
環
境
と
の

〝
つ
な
が
り
〟
等
で
す
。

　
「
人
が
つ
な
が
る
」
と
は
、「
い
の
ち
の
連

続
性
の
実
感
」
や
「
災
害
時
等
の
共
に
助
け

合
う
（
自
助
・
共
助
）」
と
い
う
こ
と
、＝
「
多

世
代
・
多
文
化
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
広
が
り
」。
も
っ
と
言
え
ば
、「
歴
史
が
つ

な
が
り
伝
統
が
継
承
さ
れ
る
」、「
地
域
・
社

会
の
知
恵
の
継
承
」
と
か
、「
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
が
生
ま
れ
、
地
域
経
済
が
循
環
す
る
」
と

い
う
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
安
芸
高
田
市
で
言
え
ば
、
６
つ
の

町
が
つ
な
が
り
、
32
の
地
域
振
興
組
織
が
つ

な
が
る
と
い
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
地
域

資
源
を
媒
介
に
、
人
と
人
、
人
と
地
域
の
時

間
的
・
空
間
的
〝
つ
な
が
り
〟
を
紡
ぎ
、
い

の
ち
と
暮
ら
し
の
基
盤
の
再
生
を
目
指
し
ま

す
。田

園
都
市

　

田
園
と
山
並
み
の
豊
か
な
緑
、
清
流
に
囲

ま
れ
た
歴
史
と
伝
統
あ
る
落
着
き
を
活
か
し

な
が
ら
、
都
市
的
魅
力
と
田
園
の
安
ら
ぎ
が

共
生
し
た
快
適
で
潤
い
の
あ
る
生
活
空
間

や
、「
安
心
」
と
「
ゆ
と
り
」
を
備
え
た
住

み
や
す
さ
、
多
様
な
働
く
場
が
確
保
さ
れ
た

ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。
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自
然
と
都
市
機
能
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
調
和

し
た
、
誰
も
が
安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
田

園
都
市
を
目
指
す
と
と
も
に
、
学
ぶ
文
化
の

醸
成
を
図
り
、
更
に
就
学
前
教
育
と
子
育
て

支
援
の
充
実
を
目
指
し
、「
人
が
集
い
育
つ

ま
ち
づ
く
り
」
に
挑
戦
し
ま
す
。

１ 

自
然
と
調
和
し
た

 

快
適
な
田
園
都
市
の
形
成

　

自
然
と
都
市
機
能
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
調
和

し
た
、
誰
も
が
安
全
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
魅

力
あ
る
田
園
都
市
を
形
成
し
、
定
住
の
促
進

を
図
り
ま
す
。

２ 

学
ぶ
文
化
の
醸
成

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
豊
か
な
将
来

へ
の
基
礎
づ
く
り
や
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

地
域
社
会
に
参
画
で
き
る
生
涯
学
習
を
推
進

し
、
学
び
の
文
化
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

３ 

子
育
て
支
援
と

 

就
学
前
教
育
の
充
実

　

誰
も
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
子
育
て
支
援
と
就

学
前
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

人
が
　
集
い
育
つ

　
　
　
ま
ち
づ
く
り

 挑戦
その１

❸学習補助員・非常勤講師を配置し、児童・生徒の確かな学
力向上をめざします。また、ICT を活用した分かりやすい
授業づくりに努めています。

❷地域おこし協力隊員を増員
し、移住者の増と地域の活性
化を図っています。

❶子育て・婚活住宅取得補助金などによる若
者世帯の移住・定住を推進しています。

❶

❸

❹家庭での読み聞かせなど、読書活
動へのきっかけづくりを目的に、
赤ちゃんとその保護者に、絵本を
開く体験といっしょに絵本をプレ
ゼントする「ブックスタート事業」
を行っています。

❹
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安
心
し
て

　
暮
ら
せ
る

　
　

   
ま
ち
づ
く
り

 挑戦
その２

❸障害者の自立と社会参加を目的とした支援や本人とその家族に
対する相談・支援体制の充実に努めています。

❶女性消防団員が誕生し、消防団員の確
保に力を入れ、消防車両や防火水槽等
を計画的に整備します。

❶

❷「市民総ヘルパー構想」に基づく、地域包括ケア構築に係る
地域機能の整備を行っています。

❷

　
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
に
よ
る
地
域
防
災
、

福
祉
社
会
、
医
療
体
制
の
充
実
と
、
美
し
い

安
芸
高
田
の
自
然
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ

と
を
目
指
し
、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
」
に
挑
戦
し
ま
す
。

１ 

共
に
助
け
合
う 

安
全
・
安
心

　
「
自
助
」、「
共
助
」、「
公
助
」
が
連
携
し
て
、

誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社

会
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

２ 

支
え
合
う
福
祉
社
会
の

 

実
現
と
医
療
体
制
の
充
実

　

誰
も
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
や
か
に
過
ご

せ
る
よ
う
、
健
康
づ
く
り
へ
の
支
援
や
意
識

啓
発
を
行
い
、
自
主
的
な
取
組
を
促
進
し
ま

す
。

３ 

未
来
に
つ
な
ぐ
自
然
環
境

　

美
し
い
安
芸
高
田
の
自
然
と
と
も
に
、
良

好
な
地
球
環
境
を
次
世
代
に
引
き
継
ぎ
ま

す
。

❸
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地
域
資
源
を

　
活
か
し
た

　
　
　
ま
ち
づ
く
り

 挑戦
その３

❷
❷「高校生の神楽甲子園」

を舞台とした NHKド
ラマが放映され、これ
を機に観光客の増、地
域経済の活性化につな
げます。

　

安
芸
高
田
市
の
宝
を
磨
き
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。

ま
た
、「
住
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
基
盤
に
据
え
、
産
業
の
活
性
化

と
地
域
経
済
の
好
循
環
を
目
指
し
、「
地
域

資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
に
挑
戦
し

ま
す
。

１ 

安
芸
高
田
市
の
宝
を
磨
く

　

地
域
資
源
を
活
用
し
た
取
組
を
推
進
し
、

多
く
の
人
々
の
来
訪
意
欲
を
高
め
、
交
流
に

よ
る
地
域
振
興
及
び
地
域
経
済
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。
ま
た
市
民
の
郷
土
に
対
す
る
愛

着
と
誇
り
を
醸
成
し
ま
す
。

２ 

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

安
芸
高
田
市
の
均
衡
あ
る
発
展
と
住
民
福

祉
の
向
上
を
目
指
し
、「
住
民
と
行
政
の
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
盤
と
し
た
行
政
活

動
を
推
進
し
ま
す
。

３ 

産
業
の
活
性
化
と
地
域
経
済
の
循
環

　

主
要
産
業
で
あ
る
農
業
や
製
造
業
を
は
じ

め
林
業
や
水
産
業
の
活
性
化
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
環
境
の
充
実
に
よ
る
新
た
な
産
業
創

出
、
柔
軟
な
発
想
を
活
か
し
た
起
業
支
援
な

ど
、
多
様
な
働
く
場
、
働
き
方
の
創
出
を
図

り
ま
す
。

❶
❶ジビエの特産化について

は、食肉加工施設の改修を
行い、ジビエの活用研究・
商品開発・販売促進を強力
に推進しています。

❸「ふるさと応援の会」の力を借り、市外からの視点を活かし、
安芸高田の魅力づくりにつなげていきます。

❸
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基
本
目
標

１
、
地
方
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用
を

創
出
す
る

２
、
地
方
へ
の
新
し
い
ひ
と
の
流
れ
を

つ
く
る

３
、
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育

て
の
希
望
を
か
な
え
る

４
、
時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、

安
心
な
く
ら
し
を
守
る
と
と
も

に
、
地
域
と
地
域
を
連
携
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
若
者
の
定
住
促
進
強
化

●
地
域
経
済
の
好
循
環
推
進

●
次
代
を
切
り
拓
く
青
少
年
育
成

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
高
度
化

　

総
合
計
画
に
お
け
る
主
要
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中

心
に
、
国
の
基
本
目
標
に
対
応
し
た
取
組
を
進
め
ま

す
。

■
10
年
先
の
目
標
人
口
を
設
定
し
、
人
口
減
対

策
に
傾
注

　

➡
Ｕ
タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｊ
タ
ー
ン
の
増

■
少
子
化
対
策
、
子
育
て
支
援
を
充
実

　

➡ 

Ｕ
・
Ｉ
・
Ｊ
タ
ー
ン
者
に
と
っ
て

　
　

 

「
住
み
た
い
ま
ち
」
に

■
市
の
魅
力
を
さ
ら
に
磨
く

　

➡
「
住
み
た
い
ま
ち
」
か
ら

　
　

 

「
住
み
続
け
た
い
ま
ち
」
に

目
標
人
口

　

将
来
像
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
、
人

口
減
少
の
歯
止
め
対
策
・
少
子
高
齢
化

対
策
の
推
進
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、

10
年
先
の
目
標
を
掲
げ
て
人
口
問
題
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

の
将
来
人
口
推
計
に
よ
る
と
、
10
年
後

の
平
成
36
（
２
０
２
５
）
年
の
安
芸
高

田
市
人
口
は
２
６
，
３
２
６
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。こ
の
人
口
推
計
を
目
安
に
、

10
年
後
の
目
標
を
プ
ラ
ス
１
，
２
０
０

人
と
し
２
７
，
５
０
０
人
と
設
定
し
ま

し
た
。

まちづくり
安芸高田の
まちづくり

　　　総合計画における目標人口

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
の

取
組
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住
民
と
の
協
働
に
よ
る

　
　
　
　
　
　

行
政
の
推
進

　

行
政
の
透
明
性
の
確
保
、
住
民
に
対
す
る

説
明
責
任
の
明
確
化
を
基
本
方
針
と
し
て
、

行
政
情
報
を
積
極
的
に
公
開
す
る
と
と
も

に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
告
知
放
送
に
よ
る
情

報
発
信
を
充
実
し
、
迅
速
で
わ
か
り
や
す
い

情
報
提
供
を
図
り
ま
す
。
住
民
意
識
を
的
確

に
把
握
し
、
住
民
の
意
見
を
適
切
か
つ
有
効

に
行
政
に
反
映
し
て
い
く
よ
う
、
ま
ち
づ
く

り
懇
談
会
の
開
催
な
ど
広
聴
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

　

地
域
振
興
組
織
の
活
性
化
を
促
進
す
る
と

と
も
に
、
住
民
の
地
域
活
動
の
支
援
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」の
設
置
、審
議
会
、

協
議
会
等
へ
の
幅
広
い
住
民
参
加
の
拡
充
な

ど
、
計
画
策
定
や
管
理
・
運
営
な
ど
様
々
な

段
階
・
分
野
に
お
け
る
住
民
意
見
の
反
映
の

場
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
推
進

　

行
政
改
革
大
綱
を
行
政
組
織
戦
略
と
し
て

策
定
し
、
的
確
に
実
行
し
ま
す
。

　

市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
、
公
正
の
確
保
や
透
明
性
の
向
上
に
努
め

る
と
と
も
に
、
危
機
管
理
体
制
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
や
目
標
管
理
制
度
を

活
用
し
、
成
果
重
視
の
行
財
政
経
営
に
努
め

ま
す
。

　

人
材
育
成
を
推
進
し
、よ
り
一
層
の
組
織
・

機
構
の
合
理
化
と
、
定
員
管
理
、
給
与
の
適

正
化
に
努
め
、
地
方
分
権
に
対
応
し
た
行
政

組
織
体
制
の
確
立
を
図
り
ま
す
。

　

事
務
事
業
の
整
理
統
合
等
を
図
る
と
と
も

に
、
民
間
活
力
の
導
入
や
高
度
情
報
通
信
技

術
の
活
用
を
推
進
し
、
良
質
で
迅
速
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
に
努
め
ま
す
。

信
頼
さ
れ
る
市
政
と

　
　
　
　

広
域
連
携
の
推
進

　

窓
口
業
務
の
利
便
性
向
上
、
市
民
要
望
へ

の
迅
速
な
対
応
等
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め

ま
す
。

　

市
民
や
業
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
入
札
執
行

に
向
け
、
入
札
・
制
度
の
改
正
を
適
宜
行
う

ほ
か
、
入
札
・
検
査
は
工
事
担
当
で
な
い
部

局
に
配
置
す
る
等
、
公
平
・
透
明
性
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　

芸
北
広
域
環
境
施
設
組
合
に
お
け
る
事

務
・
事
業
の
共
同
処
理
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
消
防
・
救
急
に
お
け
る
隣
接
自
治
体
と

の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

　

ま
た
、
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会
や
ま
ち

起
こ
し
協
議
会
（
神
楽
・
食
と
酒
）
を
通
じ

て
、
広
域
連
携
・
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
を
推
進
し
ま
す
。

　

市
総
合
計
画
の
円
滑
な
推
進
を
図
り
、
関

係
事
業
の
早
期
実
施
を
促
進
し
て
い
く
た

め
、
国
・
広
島
県
と
の
連
携
強
化
と
緊
密
な

協
議
・
調
整
に
努
め
ま
す
。

まちづくり
安芸高田の
まちづくり

行
政

安芸高田市民フォーラムの様子
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市
議
会
は
、常
に
時
代
の
潮
流
を
踏
ま
え
、

市
民
の
要
望
に
応
え
る
べ
く
、
条
例
の
制
定

や
予
算
の
審
議
、
決
算
の
認
定
な
ど
、
市
政

を
進
め
る
上
で
重
要
な
こ
と
を
決
め
る
議
決

機
関
で
す
。
今
後
も
市
の
将
来
像
を
実
現
す

べ
く
議
会
を
進
め
て
行
く
方
針
で
す
。
そ
の

決
定
に
基
づ
い
て
、
実
際
に
事
業
を
進
め
て

い
く
の
は
市
長
（
執
行
機
関
）
で
す
。

　

市
議
会
を
構
成
す
る
の
は
、
選
挙
で
選
ば

れ
た
市
民
代
表
18
名
か
ら
成
る
市
議
会
議
員

で
す
。
年
４
回
の
定
例
会
と
必
要
に
応
じ
て

開
か
れ
る
臨
時
会
に
お
い
て
、
案
件
を
審
議

し
て
い
き
ま
す
。
議
会
運
営
を
円
滑
に
行
う

た
め
の
議
会
運
営
委
員
会
や
、
様
々
な
分
野

に
わ
た
る
案
件
を
よ
り
専
門
的
に
調
査
・
審

査
す
る
た
め
に
、
総
務
企
画
・
文
教
厚
生
・

産
業
建
設
・
予
算
決
算
の
４
つ
の
常
任
委
員

会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
必
要
に
応

じ
て
特
別
委
員
会
を
設
け
、
慎
重
に
調
査
・

審
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
長
、
議
会
議
員
と
も
市
民
の
選
挙
に

よ
っ
て
選
ば
れ
、
対
等
の
立
場
と
地
位
に
あ

り
、
互
い
に
考
え
を
出
し
合
い
な
が
ら
、
市

民
生
活
向
上
の
た
め
に
努
め
て
い
ま
す
。

まちづくり
安芸高田の
まちづくり

議
会

議長 先川　和幸副議長 水戸　眞悟

議
会
運
営
委
員
会

◯
◯
◯
◯
特
別
委
員
会

議
会
広
報
特
別
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

総
務
企
画
常
任
委
員
会

（
常
任
委
員
会
）

（
特
別
委
員
会
）

全
員
協
議
会

※特別委員会は必要に応じて設置されます。

議

　会

議
会
事
務
局

議 会 構 成

予
算
決
算
常
任
委
員
会
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